
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

令和元年 12月 12日 

鶴ヶ島中学校 保健室 

冬の感染症  
〈感染経路と予防のポイントについて〉 

●インフルエンザ 

〈感染経路〉 

・感染者の咳やくしゃみの小さな水滴に含まれた病原体を吸い込む（飛沫感染） 

・病原体のついたものを触り、その手を介して口や鼻からウイルスが入る（接触感染） 

 

感染を予防するためには、こまめな手洗いが重要！手首までしっかりと洗いましょう。 

鼻や口を触る癖がある人は、特に注意が必要です。 

感染した可能性がある場合には、必ずマスクを着用してください。 

症状が治まっても感染力が残る場合があります。医師の指示に従い、出席停止期間を含めて、完治に努めてく

ださい。 

 

●ノロウイルス 

〈感染経路〉 

・飛沫感染 

・接触感染 

・飛沫感染よりもさらに小さな空気中に漂った粒子を吸い込む（空気感染） 

・汚染された食物、汚染された手で触ったものを食べることなど（経口感染） 

 

患者の嘔吐物から感染が拡大するケースが多いといわれています。腸内に生息するウイルスのため、便からも

３週間以上排出されます。 

医師の指示に従って登校できますが、トイレの後には手洗いをしっかりしましょう。また、ノロウイルスには

アルコールではなく、次亜塩素酸ナトリウム（市販の塩素系漂白剤）を使った確実な消毒が必須です。 

感染症情報 

埼玉県内ではインフルエンザの流行が拡まっています。鶴ヶ島市内でも 12月から感染者が増えてきています。 

鶴中では、まだ感染者が出ていませんが、風邪をひいている人が増えています。注意が必要です。 

例年、鶴中では１月から感染者が急増します。冬休みの過ごし方にも気をつけてください。 

 

 

保健室では、カイロ・マスクの配布は基本的にしていません。 

必要な人は家から持ってきてください。 

●生徒のみなさんへお願い 


